
c♂

�ﾗ暦「

手に汗の大接戦
牧水カルタ取り大会

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

昭和52年2月号第307号1

　「ふるきとの尾鈴の山のかなしさよ………」「幾山河越えさり行かば

寂しさの………」「うすべにに葉はいちはやく萌えいでて………」

　町教育委員会と牧水顕彰会主催によう「牧水カルタ取り大会」が1月

5日午後1時かう町老人福祉館で行なわれました。

　小学生18組、中学生7組、一般．2組の5名1：組で計135名が参加し坪

谷中学校の河野泰広先生が朗詠調で読みあげるなか、団体戦と個人戦

が同時に行なわれましたが接戦の結果、団体で寺追小、坪谷中、坪谷中

PTAの各チームが、個人で黒木文也君（寺駄酒）、稲田かおりさん

　（坪谷小）、矢野としえきん（坪谷中）、川島恵子さん（坪谷中PT

A）がそれぞれ優勝しました。

　牧水カルタは、秀歌100首を選んで昭和49年に牧水顕彰会が作ったも

のですがその後も根強い人気で町内外に送付されています。

しみじみと．けふ降る雨はきさらぎの

　　　春のはじめの雨にあらずや 牧　水

発行／東郷町役場。編集／企画開発課



（2）

町回とうこう

町
の
将
来
図
も
含
め

新
春
懇
談
会

　
「
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
町
老
人
福

祉
館
で
昭
和
五
十
二
年
の
新
春
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
各
区
長
を
は
じ
め
町
三
役
、

教
育
長
、
各
課
局
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
議
会
議
長
が
出
席
し
町
長
あ
い

さ
つ
の
あ
と
懇
談
に
う
つ
り
ま
し
た
が

今
回
の
懇
談
会
は
五
十
二
年
度
予
算
編

成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く
町
の
将
来
図
、
方
向
決
定
を

も
含
め
た
内
容
と
し
て
町
行
政
全
般
に

わ
た
り
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
も
国
県

の
制
度
事
業
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
る

生
活
基
盤
、
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
を

あ
げ
近
年
の
厳
し
い
不
況
下
に
お
け
る

財
政
難
の
時
点
に
こ
そ
町
の
将
来
あ
る

べ
き
姿
を
長
期
的
な
視
野
で
展
望
し
町

民
本
位
の
行
政
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
区
長
か
ら
だ
さ
れ
た
意
見
、
要
望

等
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
農
林
業
の
振
興
と
後
継
者
育
成
（
寺

迫
・
鶴
野
内
）
　
▽
農
林
業
振
興
計
画

外
地
域
の
対
策
（
福
瀬
）
　
▽
農
工
併

進
と
過
疎
対
策
（
坪
谷
）
　
▽
自
然
の

美
化
（
鶴
野
内
）
　
▽
町
案
内
板
の
設

置
（
福
瀬
）
　
▽
不
燃
物
ご
み
処
理
施

設
の
現
状
（
小
野
田
）
　
▽
ほ
揚
整
備

と
農
道
整
備
（
田
野
）
　
▽
テ
レ
ビ
の

難
視
聴
地
区
解
消
（
迫
野
内
）

　
こ
れ
ら
に
対
し
回
答
を
要
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
町
長
、
各
課
局
長
か
ら
回

答
が
な
さ
れ
な
ご
や
か
な
う
ち
に
午
前

中
で
懇
談
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
町
道
の
整
備
状
況
、
坪

谷
・
牧
水
農
免
道
路
、
葬
祭
セ
ン
タ
ー

設
置
予
定
地
、
工
場
誘
致
予
定
地
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
が
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
調
査
し
た
昭
和
五
十
二
年
度

に
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は

次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
昭
5
2
・
1
2
・
5
1

現
在
）
　
　
　
　
　
　
．

　
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
六
年
四
月
「
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。
こ
こ
に
名
前
の
な
い
人
は

二
月
八
日
ま
で
に
保
護
者
が
直
接
ま
た

、
は
電
話
（
二
〇
〇
「
）
で
教
育
委
員
会

事
務
局
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
寺
迫
小
▲
　
九
品

　
新
名
文
英
（
ク
ニ
子
長
男
）
橋
口
信

也
（
寧
長
男
）
橋
口
昭
博

（
忠
勝
長
男
）
橋
口
和
博

（
忠
勝
二
男
〉
黒
木
豊
「

（
慶
司
長
男
）
黒
木
理
恵

（
正
弘
長
女
）
黒
木
さ
お

り
（
幸
男
長
女
）
黒
木
慶

「
徳
（
正
毅
長
男
）
高
木
哲

也
（
定
善
長
男
）
以
上
寺

迫▼
東
郷
小
▲
　
四
十
二
名

　
東
村
擾
子
（
吉
市
二
女
）

（
和
幸
長
男
）
黒
木
裕
子

中
野
雅
子
　
（
房
子
長
女
）

（
英
雄
長
女
）
　
寺
原
伸
広

男
）
高
巣
三
枝
子

陽
子
（
明
二
女
）
畝
原
直
樹

男
）
吉
田
明
美

道
（
黒
道
長
男
）

長
男
）
黒
木
ユ
ミ

善
幸
（
善
雄
長
男
）

長
女
）
橋
ロ
リ
カ

周
平
（
紀
生
長
男
）

二
男
）
以
上
小
野
田

（
孝
道
長
男
）
山
口
里
恵

ぐす〉
つ

女
）
申
田
涼
子
（
鶴
男
長
女
）
藤
田
隆

信
（
村
木
ヨ
シ
子
長
男
）
寺
田
雅
彦

（
功
二
男
）
小
松
龍
二
　
（
総
八
郎
二

男
）
木
代
貴
光
（
重
夫
二
男
）
中
野
誠

（
繁
司
長
男
）
以
上
鶴
野
内
　
二
木
村

秀
幸
（
平
秋
長
男
）
岩
倉
浩
幸
（
武
久

長
男
）
以
上
迫
野
内
　
　
矢
村
隆
（
幸

雄
三
男
）
松
木
美
香
（
逸
美
二
女
）
山

口
加
代
（
干
歳
二
女
）
稲
田
明
美
（
護

三
女
）
徳
森
尚
美
（
傳
長
女
）
以
上
八

重
原
　
　
黒
木
裕
二
（
勝
己
長
男
）
寺

原
大
作
（
萬
長
男
）
黒
田
由
美
（
為
正

二
女
）
小
川
勇
二
（
勇
長
男
）
以
上
田

　
　
　
　
　
野
　
　
新
名
泰
博
（
淳
「

生年

汰
U
　
ー
ユ

　
　
　
　
海
野
宏
幸

　
　
　
　
（
博
長
女
）

　
　
　
　
松
本
郁
代

　
　
　
　
　
（
孝
彦
三

　
（
房
雄
長
女
）
永
岡

　
　
　
　
　
（
幸
作
二

（
康
徳
二
女
）
関
野
博

　
甲
斐
幸
男
　
（
勝
男

．
（
正
「
長
女
）
谷
口

　
申
野
由
佳
（
郷
史

　
（
「
雄
長
女
）
笙
瀬

　
高
尾
昭
彦
（
昭
「

　
　
　
　
「
山
智
道

　
　
　
　
　
（
和
行
二

男
長
男
）
小
林
美
穂

野
博
美
（
接
美
長
女
）

二
男
）
岡
田
民
子

健
「
（
甫
史
三
男
）

長
女
）
海
野
博
美

穂
（
三
十
四
長
女
）

長
女
）
海
野
博
昭

和
紀
（
紀
「
長
男
）

長
女
）
谷
口
公
彦

和
樹
（
大
八
二
男
）

男
）
以
上
福
瀬

▼
坪
谷
小
▲
　
十
五
名

　
中
澤
五
紅
　
（
優
長
女
）

（
治
美
長
男
）
　
矢
野
正
美

長
男
）
黒
木
俊
宏
（
太
長

男
）
小
林
茂
（
猛
長
男
）

中
野
清
宏
（
勇
長
男
）
以

上
羽
坂
　
　
若
杉
康
憲

（
善
男
長
男
）
以
上
仲
深

▼
福
瀬
小
▲
　
十
八
名

　
堂
園
昭
太
朗
（
定
市
長

男
）
堂
園
健
二
朗
（
定
市

二
男
）
直
野
敏
彦
（
己
喜

　
　
　
（
和
男
長
女
）
中

　
　
　
　
平
野
昭
「
（
泉

　
　
（
龍
馬
長
女
）
新
名

　
　
　
新
名
悦
子
（
正
幸

　
　
（
茂
二
女
）
原
田
美

　
　
　
崎
永
英
子
（
淳
子

　
　
（
正
幸
長
男
）
糸
平

　
　
　
谷
口
美
鈴
（
速
美

　
　
（
将
成
長
男
）
岩
本

　
　
　
矢
野
弘
樹
（
博
長

三
浦
栄
朗

（
征
英
長

男
）
三
河
栄
（
政
三
三
女
）
山
口
美
紀

（
忠
男
長
女
）
以
上
仲
深
　
　
佐
々
木

誠
（
宣
吉
二
男
〉
富
山
誉
広
（
三
義
長

男
）
山
本
究
（
「
正
長
男
）
稲
田
貴
幸

（
邦
夫
長
男
）
　
稲
田
博
信
　
（
英
雄
長

男
）
那
須
千
恵
（
泰
彦
二
女
）
三
浦
智

子
（
功
長
女
）
　
矢
野
彩
也
　
（
末
広
長

女
）
那
須
富
栄
（
俊
＝
二
女
）
日
高
通

孝
（
史
二
男
）
以
上
坪
谷

▼
前
表
小
▲
　
十
【
名

　
海
野
博
子
（
俊
男
長
女
）
中
村
洋
征

（
堅
次
長
男
）
　
河
野
千
幸
　
（
輝
幸
二

女
）
河
野
定
治
（
益
夫
二
男
）
石
田
洋

「
（
幸
雄
長
男
）
柳
生
宗
典
（
垂
統
二

男
）
河
野
守
（
真
幸
五
男
）
古
賀
奈
津

代
（
貫
生
二
女
）
石
田
照
「
（
勝
詞
長

男
）
河
野
憲
「
（
俊
春
二
男
）
以
上
越

表
　
　
山
床
ゆ
か
り
（
直
長
女
）
以
上

下
渡
川

　
入
学
前
の
健
康
診
断

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
．
こ
の
四
月
か

ら
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に

次
の
日
程
で
知
能
テ
ス
ト
、
内
科
検
診

を
行
な
い
ま
す
の
で
保
護
者
付
き
添
い

の
う
え
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
科
検
診
の
時
間
に
つ
い
て
は
各
小

学
校
と
も
午
後
「
時
三
十
分
か
ら
で
す

が
越
表
小
学
校
は
午
後
三
時
か
ら
行
な

い
ま
す
。

　
知
能
テ
ス
ト
の
時
間
は
後
日
各
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
添
え

ま
す
。

▽
東
郷
小
　
二
月
十
四
日

▽
寺
愚
頑

▽
福
瀬
小

▽
坪
谷
小

▽
越
表
小

月月月月月
二二十十十
十十八六四
二二日日日
日日（（（
（＿金水月
火持）））
）　 ）

ゴ

星
一
．
，

・

消
防
始
式

　
昭
和
五
十
二
年
消
防
始
式
が
「
月
八

日
午
前
八
時
か
ら
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
団
長
以
下
四
百
三
十
五
名
の

団
員
が
出
動
し
、
規
律
動
作
、
機
械
器

具
の
整
備
状
況
、
発
水
操
作
に
つ
い
て

町
長
の
点
検
を
う
け
た
あ
と
県
知
事
そ

の
他
か
ら
優
良
団
員
の
表
彰
、
協
力
団

体
へ
の
感
謝
状
贈
呈
（
福
瀬
婦
人
会
）

題一
一

な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
成
績
は
つ
ぎ
の

と
お
り

○
総
合

優
勝
踊
第
十
部

　
二
位
腿
第
七
部

　
三
位
1
1
第
十
部

○
一
水
競
技

優
勝
悶
第
＋
部

　
二
位
醒
第
六
部

　
三
位
醤
第
二
部

、　 ○

三一優規迫七三野一二（
田部勝律）部位田部位田
）＿ll訓　＿ll）（ll野
　小第練　　　　　　　小馬）　　　　　寺第

（
寺
童
）

（
田
野
）

（
田
野
）

（
越
表
・
下
渡
川
）

（
福
瀬
）

か
ら
記
念
と
し
て
新
成
人
者
全
員
に
机

上
辞
典
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
県
民
税
の
面
接
申
告

町報とうこう

春

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
所
得
税
の
確
定
申
告
と

同
じ
よ
う
に
町
県
民
税
の
申
告
も
そ
の

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、

昭
和
五
十
二
年
「
月
「
日
現
在
本
町
に

住
所
を
有
す
る
人
が
前
年
分
の
所
得
に

つ
い
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
今
年
申
告
す
る
所
得
金
は
昭
和

五
十
「
年
「
月
「
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
「
日
ま
で
に
得
た
所
得
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
申
告
の
要
領
は
例
年

の
よ
う
に
別
表
、
日
程
表
に
よ
り
各
地

区
へ
職
員
が
出
張
し
個
人
と
面
接
し
て

申
告
書
の
受
け
つ
け
に
当
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
申
告
の
際
に

必
要
な
こ
と
や
、
申
告
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
申
告
も

簡
単
に
済
み
ま
す
の
で
次
に
掲
げ
る
も

の
を
準
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
し
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ω
土
地
や
、
山
林
等
の
譲
渡
所
得
の

　
あ
る
人
は
売
買
契
約
書
等

㈲
そ
の
他
所
得
金
の
計
算
資
料

2
各
種
控
除
金
の
計
算
資
料

ω
生
命
保
険
料
の
払
込
み
証
明
書

　
（
郵
便
局
、
農
協
、
各
保
険
会
社

　
等
の
発
行
す
る
も
の
）

②
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
払
込
み
証
’

　
明
書

㈹
医
療
費
支
払
い
証
明
書

ω
身
体
障
害
者
手
帳
、
又
は
障
害
者

　
手
帳
を
受
け
て
い
な
い
ね
た
き
り

（3》

成
人
式

　
老
人
等
は
民
生
委
員
の
証
明
書

⑤
扶
養
親
族
に
大
学
生
が
い
る
場
合

　
は
五
十
「
年
中
、
在
学
し
て
い
た

・
こ
と
の
証
明
書
（
給
与
所
得
者
等

　
で
源
泉
徴
収
で
す
で
に
認
め
て
あ

　
る
場
合
は
不
要
）

⑥
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
各
種
支
払
い
金
の
証
明
は
昭
和
五
十

「
年
「
月
「
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十

「
日
ま
で
に
支
払
い
し
た
も
の
に
か
ぎ

り
ま
す

　
新
し
く
大
人
の

・
仲
間
入
り
を
し
た

若
人
百
四
十
七
名
が
出
席
し
「
月
五

日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
成
人
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
出
席
を

・
．
・
…
と
「
昨
年
か
ら
五
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
が
若
者
の
U
タ
：
ン
現
象
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
近
年
に
な
い
出
席
者
を

数
え
ま
し
た
。
当
日
は
式
典
終
了
後
に

新
成
人
者
の
甲
斐
実
千
代
さ
ん
、
稲
田

生
代
さ
ん
、
青
年
団
の
松
尾
昇
さ
ん
ほ

か
三
一
が
意
見
発
表
を
、
舛
田
万
さ
ん

が
青
年
の
船
乗
船
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
福
瀬
の
直
野
喜
「
郎
さ
ん
（
4
9
）

※
準
備
し
て
い
た
だ
く
書
類
等

1
所
得
金
の
計
算
書

ω
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票

②
営
業
所
得
者
は
、
仕
入
や
売
上
金

　
及
び
必
要
経
費
等
の
計
算
書

㈲
日
稼
所
得
者
は
就
労
星
取
帳
等

区別 該当組合等 月日 時　間 場　所

寺　迫
庭田、長崎、吉牟田 2月

P8日 9．30¶5．30 庭田公民館

寺迫、山ノロ、落鹿、中尾 ア21日 9．30～16．00 寺迫公民館

町　内

ﾏ　域
軍諭該当者

，22日

f23日弓24日

9．30．16．00

@：

町中央

�ｯ館

小野田 全　　　　区 ㍗25日 9．00．．16．OO 老人福祉館

福　瀬

上村、下村、ウトギ

咩c尾、広瀬、鳥川 28日

9．00噌16．00 福瀬公民館

仲之原、出口 3時

@1日 9．00～15．OO 仲之原公民館

鶴野内 全　　　　区 2日 9．30　16．oo 鶴野内公民館

迫野内 〃 3日
9．30一．16．00 迫野内公民館

八重原 〃 4日 9．30一一16．OO 八重原公民館

田　野 〃 印4日 9．30－16．OO 田野公民館

下渡川 〃 ’5日 10．00一一12．00 下渡川公民館

羽　坂 〃 7日 9．30．一16．00 羽坂公民館

仲　深 〃 8日 9．30－16．00 仲深公民館

石原、本村赤井笠瀬平 ｝9日 9．30－15．00 昌福寺
坪　谷 上ノ原仲崎、多武ノ木

s谷原、市谷川崎 ・10日
9．30　16．00 昌福寺

越　表 全　　　　区 ・11日 10、00－16．00 越表小学校

，
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，
　
　
　
厄

町報とうこう

お知らせ

盤，

行
政
相
談

　
宮
崎
行
政
監
察
局
で
は
つ
ぎ
の
と
お

り
巡
回
行
政
相
談
・
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
恩
給
、
年
金
、
保
険
、
生
活
但
護
、

道
路
、
河
川
、
交
通
、
公
害
等
役
所
の

仕
事
で
困
っ
て
い
る
方
や
要
望
、
意
見

の
あ
る
方
は
え
ん
り
ょ
な
く
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　
▽
と
き
　
2
月
1
5
日
　
1
0
時
～
1
5
時

・
▽
と
こ
ろ
　
町
老
人
福
祉
館

　
▽
受
付
　
行
政
相
談
委
員
　
塩
月
儀

　
　
　
　
市
（
電
話
二
五
〇
四
番
）

　
　
　
　
　
宮
崎
行
政
監
察
局
係
官

幼
稚
園
児
を
募
集

　
東
郷
、
坪
谷
幼
稚
園
の
園
児
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

二
月
二
十
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
事

務
局
宛
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
入
園
資
格

　
　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居
住

　
す
る
満
四
歳
と
五
歳
の
幼
児
（
昭
和

　
4
6
年
4
月
2
日
か
ら
4
8
年
4
月
1
日

　
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
）
　
4

　
　
た
だ
し
、
坪
谷
幼
稚
園
は
五
歳
児

　
　
の
み
募
集
し
ま
す
。

．
　
な
お
、
東
郷
幼
稚
園
の
四
歳
児
に
つ

　
い
て
は
定
数
の
関
係
で
早
生
ま
れ
か
ら

　
、
順
に
決
定
を
し
ま
す
。

　
▽
入
園
申
込
み

　
　
　
申
請
書
が
教
育
委
員
会
事
務
局
と

　
　
両
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の

　
　
で
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
請
求
す
れ

　
　
ば
郵
送
し
ま
す
。

　
　
　
電
話
二
〇
〇
「
番
内
線
五
〇
番

　
▽
入
園
決
定

　
　
　
三
月
中
旬
ま
で
に
各
人
に
通
知
し

　
　
ま
す
。

保
育
所
園
児
を
募
集

　
鶴
野
内
と
坪
谷
保
育
所
で
た
だ
い
ま

園
児
を
募
集
中
で
す
。

　
定
員
は
鶴
野
内
が
四
十
人
、
坪
谷
が

三
十
五
人
で
す
。
入
所
資
格
は
四
月
二

日
現
在
で
満
三
歳
以
上
（
昭
和
四
十
九

年
四
月
二
日
ま
で
に
出
生
）
の
幼
児
で

す
。　

入
所
を
希
望
す
る
幼
児
の
保
護
者
は

役
場
福
祉
係
、
保
育
所
に
準
備
し
て
あ

る
願
書
用
紙
に
よ
っ
て
、
二
月
二
十
日

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

保
母
試
験
準
備
講
習
会

　
保
母
資
格
を
取
得
し
ょ
う
と
す
る
者

に
対
し
て
、
保
母
試
験
に
必
要
な
理
論

と
技
術
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、
、
つ
ぎ
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
間
　
5
2
年
2
月
2
8
日
を
3
月
4
日

▽
会
場
　
県
自
治
会
館
5
階
ホ
ー
ル

▽
受
講
料
　
二
千
円
～
三
千
円

▽
受
講
申
込
期
限
　
5
2
年
2
月
1
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

▽
受
講
申
込
先
　
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
※
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
係
ま
で

所
得
税
確
定
申
告
説
明
会

　
昭
和
五
十
【
五
分
所
得
に
係
る
確
定

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
書
を

繕
無
難
鍬
鄭
綴
濃

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
毎
年
申
告
を

さ
れ
る
方
や
所
得
税
の
説
明
を
受
け
た
．

い
方
は
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
7
日
午
前
1
0
時

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

「
片
づ
く
り
運
動
」
大
会

　
町
で
は
公
民
館
活
動
を
中
心
に
「
明

日
を
き
ず
く
人
づ
く
り
運
動
」
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
実
践
活
動
を

反
省
し
今
後
の
方
向
を
見
極
め
る
意
味

で
つ
ぎ
の
と
お
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
な
お
、
当
日
は
黒
木
県
知
事
の
特
別

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
ぞ
っ
て
大

会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
期
日
　
昭
和
5
2
年
2
月
6
日

　
▽
会
場
　
町
中
央
公
民
館

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
四

　
　
納
期

期

二
月
二
＋
八
日
㎝

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
愚
筆
の
直
野
東
「
さ
ん
か
ら
（
ツ
チ

エ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
都
甲
ア
ヤ
子
さ
ん
か
ら

（
倶
馬
さ
ん
・
5
2
歳
ご
死
去
）

▽
漂
着
の
橋
口
忠
孝
さ
ん
か
ら
（
シ
カ

ノ
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
三
尾
文
子
さ
ん
か
ら
（
認

太
郎
さ
ん
・
8
0
歳
ご
死
去
）

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
江
川
豊
二

さ
ん
か
ら
、
歳
末
助
け
合
い
と
し
て
日

向
農
協
東
郷
支
店
職
員
「
同
、
東
郷
中

生
徒
会
職
員
会
「
同
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
、
．

　
厚
く
わ
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
二
月
十
五
日
（
火
曜
日
）

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

ロ
コ
コ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
コ
ロ
コ
ロ
ニ

ー1…

＝
＝
ニ
一
6
●
儘
璽
二
見
ニ
　
ニ
ロ
コ
リ
ロ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
ロ

　
　
　
　
…

　
　
帯
闇

≡・一1一■人口・1一
薔
・　52年1月1日現在
l　　o。対前門
≡男　3，303人
1　　　　（9）
1女　3，457人
＝’　　　　（一6）
1　総数　6，760人

≡　　　　　　（3）
雪　世帯数　1，758世

1　　　（一1）
一川撃旧0■■11‘1川1旧●■II川川II■8冒l15川llI

響
懲
灘

　
　
　
　
　
　
　
1
2
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

黒川黒赤
　　　ち木越木
　　　や
　　　ん波賢博
　　　の
雄治文名

明重佐父
　　　1の
司義吉名
寺福羽住
迫瀬坂．所

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏

平嶋黒小田黒中濱宮那高橋三谷

瀬戸木翠玉木田地原須瀬口上口

テ栄紀二春一明喜和隆純　静美

ツ　美　　　　美　　　　　代名
子一子幸子夫代男子一子明子治

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

井小矢㌔
本林野森…

サ衛初コ…

ク夫枝ト名

．
寺
原
喜
右
衛
門

森
　
西
　
ハ
　
ッ

．
住
所

福
　
瀬

青
森
県

宮
崎
市

寺
　
迫

小
野
田

高
崎
町

迫
野
内

南
郷
村

日
向
市

福
　
瀬

福
　
瀬

諸
塚
村

南
郷
村

福
　
瀬

．
に
夕
月
ト
住
、
所
…

81　81　84　71　6485

鶴
野
内
一

志坪仲福坪

瀬谷裸瀬．谷
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